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   栃木東部地域まちづくりセンター 



別記様式 

会 議 録 

会議の名称 令和４年度第７回栃木東部地域会議 

開催日時 令和４年１０月２７日（木）１９時 開会  ２０時１５分 閉会 

開催場所 大宮公民館 大交流室 

出席者氏名 別紙１のとおり 

欠席者氏名 別紙１のとおり 

事務局職員職氏名 別紙１のとおり 

その他出席者等 別紙１のとおり 

会議事項 別紙２のとおり 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

Ａ委員 

Ｂ委員 

 

Ｃ委員 

１ 開会 

──開会── 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 議事 

 栃木市地域づくり推進条例第９条の規定により、柏崎会長による議事進行。 

<本日の出席委員数の報告> 

本日の出席委員１４名（委員総数１６名） 

過半数以上の委員の出席であるため本日の会議は成立 

 

(1) 地域未来ビジョンの策定について 

<説明> 

・資料１－１に基づき説明。前回会議で指摘のあった事項を修正したもの。 

 資料１－２は栃木東部地域未来ビジョンの補足資料として新たに作成。 

 資料１－３は皆様から頂いたご意見をまとめたもの。地域の課題だけでな

く、地域の魅力についてもご意見を頂きたい。 

・提出された意見の中に、地域の課題として空き家が増えているという指摘が

いくつかあった。そんなに増えているものなのか。 

・どんどん増えている。特に、農地付の空き家が目立つ。 

・２年位前に空き家の調査を行った。結果は、市で実施している空き家バンク

制度の活用などに利用している。 

・空き家バンクに登録しても中々売れていないのが現状だ。特に、農地付空き



 

事務局 

 

 

事務局 

 

Ｄ委員 

 

Ａ委員 

 

Ｂ委員 

 

Ｅ委員 

Ｄ委員 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

総合政策課 

Ａ委員 

 

総合政策課 

 

Ｂ委員 

 

総合政策課 

 

Ｂ委員 

 

家だと、移住者のニーズに合わず売れづらいようだ。 

・空き家問題は地域未来ビジョンにも記載したが、地域により人口の増加や減

少の差が激しいと感じる。東部地域のまちづくりのテーマとして捉える必要

がある。 

・キャッチコピーについて、提案シートにて頂いた意見を基に検討したいと思

うが、ご意見をお願いします。 

・商工業だと大宮地区、農業や文化財だと国府地区になる。バランスをとった

キャッチコピーが良いのではないか。 

・色々な考え方があるが、キャッチコピーを決めるにあたり、他の地域には無

い、東部地域を端的に表す言葉で未来志向のイメージを出したい。 

・「栃木市の発展は…」というフレーズが良いように思う。東部地域から栃木市

が発展していこうという発想が良い。 

・新しい道路が作られて、発展していく事を想像してこのフレーズにした。 

・自由記載に小金井街道南側の用途地域の変更が必要だという意見があるが、

私も同様の想いを持っている。工事中の小山栃木都賀線が小山市まで開通し

た後は、小金井街道と交差する部分から以南は用途地域を変更し、開発がで

きるようにするべきであると多世代まちづくり懇談会などでも意見を述べ

ている。調整区域のままでは国府地区の発展はできない。また、駅や小学校

周辺の歩道整備とあるが、本当に重要だと思う。国府地区内にも歩行者と車

の距離がギリギリの道路があり、非常に危険に感じている。大宮地区にもあ

ると思われ、まちづくりの課題であると思う。 

・大宮北小学校から宇都宮栃木線までの道路は、幅員が狭く児童の危険性が高

い。以前、周辺住民の同意書をとり、市に提出してから１０年以上経つが、

未だに整備されていない。 

・キャッチコピーについては、「栃木市の発展は東部地域から」を軸に検討した

いと思うが、事務局で検討し、次回会議に案をお示ししたい。 

 

(2) （仮称）第２次栃木市総合計画における地域会議から頂戴いたしましたご

意見等について 

<説明> 

・資料２に基づき、（仮称）第２次栃木市総合計画の素案について説明。 

・現在の市総合計画は令和４年度までの計画であるが、今回の計画は何年まで

の計画か。 

・基本構想は１０年間、基本計画は前期５年間としている。前期５年が終了す

る頃に計画を見直します。 

・今回地域会議で提案した事柄について、今後市として実施することは検討し

てもらえるのか。 

・皆様から頂いたご意見について、行政として優先順位を付け、それをどのよ

うに取り組んでいくのか、基本方針や基本施策を定めている。 

・地域会議からの意見があったが、他の意見、例えば市議会議員からの意見な

どはあるのか。 



総合政策課 

 

 

 

 

 

 

・地域会議と同様に市議会議員などへも意見聴取をしている。その結果は、１

１月１６日に公表する総合計画（素案）にて確認することができる。 

 

 

４ その他 

・ 

 

 

第８回栃木東部地域会議について 

令和５年１月２６日（木）国府公民館にて開催予定 

 

５ 閉会 

──閉会── 

（会議終了時刻 午後８時１５分） 



別紙１ 出席者及び事務局 
 

<出席者（委員）> 

会 長 柏崎 桂二    副会長 出井 康夫 

委 員 赤間 シズ子   委 員 大木 泰正 

委 員 大橋 哲夫    委 員 大武 真一 

委 員 古山 美代子   委 員 島田 研 

委 員 長 昌光     委 員 内藤 實 

委 員 中村 康子    委 員 穂坂 孝司 

委 員 増山 由美    委 員 森川 剛 

        

<欠席者（委員）>  

委 員 藤本 和夫    委 員 松﨑 文子 

      

 

<事務局> 

中嶋 美佐  （栃木東部地域まちづくりセンター所長兼国府公民館長） 

宇津野 薫朗 （大宮公民館館長） 

田中 賢太  （国府公民館主査） 

 

 

<その他出席者>総合政策課 

副主幹 佐藤 澄江    主 査 岡 正美



別紙２ 会議事項及び配付資料一覧 

 

<会議事項> 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 議 事 

(1) 地域未来ビジョンの策定について 

（2）（仮称）第２次栃木市総合計画における地域会議から頂戴いたしましたご意見等について 

４ その他 

・次回の開催予定について 

 

５ 閉 会 

 

<配付資料一覧> 

・ 栃木東部地域未来ビジョン（案） 資料１－１ 

・ 補足資料 資料１－２ 

・ 地域未来ビジョン 提案シートにて提出された意見 資料１－３ 

・ （仮称）第２次栃木市総合計画における地域会議から頂戴

いたしましたご意見等について 

資料２ 

 


